
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　牛等の大型家畜を立ったまま乗せる乗せ台、この乗せ台上に乗せられた大型家畜の頭部
を除く身体部分を囲繞する保定枠、及び、前記乗せ台に乗せられた大型家畜に麻酔を施し
た際に、該大型家畜を倒すことなく実質的に立位のまま保定する姿勢保定手段、を有する
身体保定装置と、前記乗せ台上に立位で保定されて、前記保定枠から前方に突出せしめら
れている前記大型家畜の頭部を定位置で固定するための固定手段を有する頭部定位固定装
置と、を備え、
　

　前記身体保定装置及び頭部定位固定装置の少なくとも一方が他方に対して接近離隔する
方向に移動可能とされていることを特徴とする家畜手術用保定設備。
【請求項２】
　前記保定装置及び前記頭部定位固定装置の少なくとも一方に、移動用車輪と、定位置保
持用のスタンド又は車輪ロック機構と、が備えられていることを特徴とする請求項１に記
載の家畜手術用保定設備。
【請求項３】
　前記姿勢保定手段は、前記大型家畜の身体に任意に押し当てることができるようにされ
たエアーバッグ等の膨縮手段又はクッション部材を含んで構成されていることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の家畜手術用保定設備。
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前記頭部定位固定装置は、前記固定手段として、下顎支え部材、上顎支え部材、眼窩押
さえ部材、外耳孔挿入部材、及び頭側部支え部材を備え、



【請求項４】
　前記姿勢保定手段は、前記大型家畜を吊るようにして保定するシート状ないし帯状の１
枚又は複数本の身体吊持手段を含んで構成されていることを特徴とする請求項１又は２に
記載の家畜手術用保定設備。
【請求項５】
　前記姿勢保定手段は、前記大型家畜の胸腹両側部に押し当てられる一対の側部エアーバ
ッグと、前記乗せ台と前記大型家畜の胸腹部との間に挿入されて、該大型家畜を立位で支
承保定する胸腹部エアーバッグと、を含んで構成されていることを特徴とする請求項１

３のいずれかに記載の家畜手術用保定設備。
【請求項６】
　前記身体保定装置に、前記大型家畜の頭部を吊るようにして保定する頭部吊持手段が備
えられていることを特徴とする請求項１ ５のいずれかに記載の家畜手術用保定設備。
【請求項７】
　前記固定手段を構成する各部材は、その位置、姿勢、突出長等を、手術等に供せられる
大型家畜の頭部に合わせて調節できるようにされていることを特徴とする請求項 に記載
の家畜手術用保定設備。
【請求項８】
　前記頭部定位固定装置に、前記大型家畜の頭部の手術等に使用される電極やカニューレ
等の器具類を保持し、それを三次元空間の任意の位置に移動させるとともに、それに任意
の姿勢をとらせることのできる手術用マニピュレータが付設されていることを特徴とする
請求項１ のいずれかに記載の家畜手術用保定設備。
【請求項９】
　前記頭部定位固定装置は、移動用台車部と、この移動用台車部に搭載された、前記固定
手段及び前記手術用マニピュレータを有する器械ユニット部と、で構成されていることを
特徴とする請求項 に記載の家畜手術用保定設備。
【請求項１０】
　前記身体保定装置の保定枠内に挿入され、手術等を終えて立位で保定されている未だ麻
酔から覚めていない前記大型家畜を吊持するようにして前記身体保定装置から搬出する搬
出装置を備えていることを特徴とする請求項１ のいずれかに記載の家畜手術用保定
設備。
【請求項１１】
　前記搬出装置は、前記保定枠内に挿入される概略直方格子状の基体枠と、前記大型家畜
の胸腹部ないし腰部を通るように掛け回されて、その両端が前記基体枠の左右上辺部に係
止されるシート状ないし帯状の１枚又は複数本の身体吊持具と、前記大型家畜の頭部を吊
持する頭部吊持具と、移動用車輪と、を備えていることを特徴とする請求項 に記載の
家畜手術用保定設備。
【請求項１２】
　手術等に必要な器具類、薬品類等を置くためのテーブルを有し、このテーブルの高さ位
置を任意に変えることができるようにされた作業台を備えていることを特徴とする請求項
１ のいずれかに記載の家畜手術用保定設備。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、牛、やぎ、豚等の大型家畜の頭部に手術（脳外科手術）を施したり、脳内に電
極等を差し込むといった外科手術的操作、頭部及び脳内の検査、測定、診断等を行う際に
使用するのに好適な家畜手術用保定設備に係り、より詳細には、大型家畜に麻酔を施した
際に、その頭部及び身体を手術等に適した姿勢で保定できるようにしたものに関する。
【０００２】
本明細書において、「手術等」あるいは「手術用」という用語は、手術だけでなく、脳内
に電極等を差し込むといった外科手術的操作や頭部及び脳内の検査、測定、診断、さらに
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は、Ｘ線撮影等をも含む総称として用いられる。
【０００３】
【従来の技術】
例えば、大型家畜の代表である牛については、従来より、発育、成長、泌乳、繁殖、免疫
系を中心に研究、解明が続けられており、その成果が飼養管理等に応用されているが、牛
の脳における摂食、繁殖、情動等を統御する神経機構は殆ど解明されていない。このよう
な未解明の脳機能を解明するため、農林水産省では、「家畜の脳神経機能の解明と評価に
関する基礎的研究」というプロジェクトを進めており、本願の発明者等も、このプロジェ
クトの一環として、牛における脳神経核の三次元座標を割り出して脳地図（脳アトラス）
を作成し、この脳アトラスに基づいて、電極やカテーテル等を脳内に挿入して所定の神経
核にアプローチし、それによって脳神経機能を解明する業務を進めている。
【０００４】
牛の脳神経機能の解明には、前記のように脳内に電極を差し込む等の外科手術的操作が必
要となる。かかる操作を行うには、牛に麻酔をかけて動かないようにするとともに、その
頭部を定位置でしっかりと固定し、かつ、頭部を除く身体を適切な姿勢で保定することが
要求される。
【０００５】
従来、牛等の大型家畜に麻酔をかけて手術等を行う場合、それをロープ等を用いて横臥位
、座位あるいは仰臥位で保定する保定設備を使用している。かかる保定設備では、通常、
身体保定手段と頭部固定手段とは不離一体となっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来の家畜手術用保定設備では、次のような問題があった。すなわち、▲１▼頭部を適切
な姿勢（立っているときの自然な姿勢が最も好ましい）でしっかりと固定することが難し
く、厳密な位置情報を必要とする前記した脳アトラスの作成、脳神経機能の解明等には使
用できない、▲２▼ロープ等で押圧されている部分や後肢、横腹部等が局部的に圧迫され
やすい、▲３▼身体の保定に手間がかかり、容易には行えない（体重６００ｋｇ前後の成
牛を保定するには、数人以上の人手が必要）▲４▼頭部固定手段等が邪魔になって、吸入
麻酔用気管チューブを口内に挿入する操作等を行いにくい、▲７▼牛等の大型家畜の設備
への出し入れ、特に、麻酔がかかった状態での設備からの搬出が難しい（したがって、麻
酔から覚めるのを待つ必要があった）、といった問題があった。
【０００７】
本発明は、上記した如くの従来の問題を解消すべくなされたもので、その目的とするとこ
ろは、牛等の大型家畜に麻酔下で手術等を施すにあたって、身体を最も適切な姿勢である
立位で比較的簡単容易に保定することができるとともに、頭部も適切な姿勢でしっかりと
固定することができ、牛等を設備内に入れる、麻酔をかける、身体を保定する、頭部を固
定する、手術等を行う、及び搬出する、という一連の作業を合理的に円滑かつ安全に行う
ことができるようにされ、もって、脳アトラスの作成、脳神経機能の解明等にも使用でき
るようにされた家畜手術用保定設備を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成すべく、本発明に係る家畜手術用保定設備は、基本的には、牛等の大型家
畜を立ったまま乗せる乗せ台、この乗せ台上に乗せられた大型家畜の頭部を除く身体部分
を囲繞する保定枠、及び、前記乗せ台に乗せられた大型家畜に麻酔を施した際に、該大型
家畜を倒すことなく実質的に立位のまま保定する姿勢保定手段、を有する身体保定装置と
、前記乗せ台上に立位で保定されて、前記保定枠から前方に突出せしめられている前記大
型家畜の頭部を定位置で固定するための固定手段を有する頭部定位固定装置と、を備え、
前記身体保定装置及び頭部定位固定装置の少なくとも一方が他方に対して接近離隔する方
向に移動可能とされていることを特徴としている。
【０００９】
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好ましい態様では、前記保定装置及び前記頭部定位固定装置の少なくとも一方に、移動用
車輪と、定位置保持用のスタンド又は車輪ロック機構と、が備えられる。
【００１０】
前記姿勢保定手段は、好ましくは、前記大型家畜の身体に任意に押し当てることができる
ようにされたエアーバッグ等の膨縮手段又はクッション部材を含んで構成され、より具体
的な好ましい態様では、前記大型家畜の胸腹両側部に押し当てられる一対の側部エアーバ
ッグと、前記乗せ台と前記大型家畜の胸腹部との間に挿入されて、該大型家畜を立位で支
承保定する胸腹部エアーバッグと、を含んで構成されるか、あるいは、前記大型家畜を吊
るようにして保定するシート状ないし帯状の１枚又は複数本の身体吊持手段を含んで構成
される。
【００１１】
他の好ましい態様では、前記身体保定装置に、前記大型家畜の頭部を吊るようにして保定
する頭部吊持手段が備えられる。
前記頭部定位固定装置は、好ましくは、前記固定手段として、下顎支え部材、上顎支え部
材、眼窩押さえ部材、外耳孔挿入部材、及び頭側部支え部材を備え、より好ましい態様で
は、前記固定手段を構成する各部材は、その位置、姿勢、突出長等を、手術等に供せられ
る大型家畜の頭部に合わせて調節できるようにされる。
【００１２】
他の好ましい態様では、前記頭部定位固定装置に、前記大型家畜の頭部の手術等に使用さ
れる電極やカニューレ等の器具類を保持し、それを三次元空間の任意の位置に移動させる
とともに、それに任意の姿勢をとらせることのできる手術用マニピュレータが付設され、
さらに好ましくは、前記頭部定位固定装置は、移動用台車部と、この移動用台車部に搭載
された、前記固定手段及び前記手術用マニピュレータを有する器械ユニット部と、で構成
される。
【００１３】
本発明に係る家畜手術用保定設備の他の好ましい態様では、前記身体保定装置及び頭部定
位固定装置の他に、搬出装置を備える。この搬出装置は、前記身体保定装置の保定枠内に
挿入され、手術等を終えて立位で保定されている未だ麻酔から覚めていない前記大型家畜
を吊持するようにして前記身体保定装置から搬出するようにされ、より具体的な好ましい
態様では、前記搬出装置は、前記保定枠内に挿入される概略直方格子状の基体枠と、前記
大型家畜の胸腹部ないし腰部を通るように掛け回されて、その両端が前記基体枠の左右上
辺部に係止されるシート状ないし帯状の１枚又は複数本の身体吊持具と、前記大型家畜の
頭部を吊持する頭部吊持具と、移動用車輪と、を備える。
【００１４】
本発明に係る家畜手術用保定設備の別の好ましい態様では、前記身体保定装置及び頭部定
位固定装置の他に、作業台を備える。この作業台は、手術等に必要な器具類、薬品類等を
置くためのテーブルを有し、このテーブルの高さ位置を任意に変えることができるように
される。
【００１５】
上記の如くの構成とされた本発明に係る家畜手術用保定設備においては、大型家畜の手術
等を行うにあたり、前記搬出装置を使用するか否かは、そのときの状況等に応じて任意に
選択できる。以下、大型家畜として牛を例にとって、前記搬出装置を使用しない場合につ
いて、その手順等の要旨を説明する。
【００１６】
牛の手術等を行う際には、最初は、前記身体保定装置と頭部定位固定装置とは離しておき
、この離間配置状態で、牛を立ったまま歩かせて、身体保定装置の保定枠内に入れて乗せ
台に乗せ、その頭部を前記保定枠から前方に突出させた状態に係留する。このときには、
姿勢保定手段を構成する、側部エアーバッグを縮んだ（エアー未供給）状態にしておくと
ともに、胸腹部エアーバッグは邪魔にならないように保定枠外に出しておき、牛が保定枠
内に係留された後、胸腹部エアーバッグを前記乗せ台と牛の胸腹部との間に挿入し、該胸
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腹部エアーバッグと側部エアーバッグにエアーを供給して、それらをある程度まで膨らま
せる。
【００１７】
この状態で、牛に前麻酔（静脈内あるいは筋肉内麻酔）を施し、麻酔が効き始めるのに前
後して、前記胸腹部エアーバッグと側部エアーバッグにさらにエアーを供給し、それらを
牛の両側部及び胸腹部に押し当てて支承し、牛を倒すことなく実質的に立位のまま保定す
る。
【００１８】
続いて（あるいは、前記前麻酔を施す前に）、牛の頭部を、頭部吊持手段により吊るよう
にして仮保定し、この状態で、吸入麻酔用気管チューブを口内に挿入して吸入麻酔を施し
、しかる後、当該身体保定装置及び頭部定位固定装置の一方を他方側に移動させ、身体保
定装置の前面部（牛の頭部側）に頭部固定装置（の前面部）を突き合わせ、頭部定位固定
装置に備えられる固定手段（下顎支え部材、上顎支え部材、眼窩押さえ部材、外耳孔挿入
部材、及び頭側部支え部材等）の位置、姿勢、突出長等を調節するとともに、牛の頭部を
該頭部定位固定装置に形成されている、固定手段が配置された頭部固定用スペースに挿入
し、該頭部を前記固定手段により、定位置にしっかりと固定する。
【００１９】
このようにして、麻酔がかけられた牛の身体をエアーバッグ等の姿勢保定手段により立位
で保定し、その頭部を頭部定位固定装置の固定手段によりしっかりと固定した状態で、手
術等（脳外科手術を施したり、脳内に電極等を差し込むといった外科手術的操作、頭部及
び脳内の検査、測定、診断、あるいは、Ｘ線撮影等）を行う。
【００２０】
このような構成とされた本発明に係る家畜手術用保定設備においては、従来のものに比し
て、▲１▼頭部（及び身体）を最も適切な姿勢である立位の状態でしっかりと固定するこ
とができるので、厳密な位置情報を必要とする前記した脳アトラスの作成、脳神経機能の
解明等にも使用できる、▲２▼身体の姿勢保定手段として、エアーバッグ等の膨縮手段も
しくはクッション部材、あるいは、シート状ないし帯状の身体吊持手段を使用して立位の
姿勢で保定するようにされるので、局部的な圧迫が生じにくく、しかも、▲３▼牛等の大
型家畜の保定作業を少人数で簡単容易に行える、▲４▼吸入麻酔時には、頭部定位固定装
置が身体保定装置から離れた場所に置かれているので、頭部固定手段等が邪魔になること
はなく、したがって、吸入麻酔用気管チューブを口内に挿入する操作等を容易に行える、
等の優れた効果が得られる。
本発明に係る大型家畜手術用保定設備の上記以外の作用効果は、以下の実施形態の説明に
より明らかにされる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
〔第１実施形態…搬出装置を使用しない場合：図１～図６〕
図１は、本発明に係る大型家畜（ここでは牛）手術用保定設備の第１実施形態の、手術等
を行う際の配置状態を示す平面図である。
図示実施形態の家畜手術用保定設備１は、身体保定装置２と、頭部定位固定装置４と、作
業台６と、を備え、それらの装置類２、４、６は、それぞれ後述するように独立して移動
できるようにされており、牛の手術等を行うとき、図１に示される如くに配置される。
【００２２】
前記身体保定装置２は、図２、図３、図４に示される如くに、牛Ｃを立ったまま乗せる乗
せ台１１、この乗せ台１１上に乗せられた牛Ｃの頭部を除く身体部分を囲繞する保定枠１
５、及び、前記乗せ台１１に乗せられた牛Ｃに麻酔を施した際に、該牛Ｃを倒すことなく
実質的に立位のまま保定する姿勢保定手段としての、牛Ｃの胸腹両側部に押し当てられる
一対の側部エアーバッグ２１、２２及び前記乗せ台１１と牛Ｃの胸腹部との間に挿入され
て、該牛Ｃを立位で支承保定する胸腹部エアーバッグ２３と、を有している。
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【００２３】
前記保定枠１５は、直方格子状に組まれた枠体１５Ａ、この枠体１５Ａの左右両側面及び
後面に着脱可能に横架された側面柵棒１６、１６、…及び後面柵棒１７、１７、前記枠体
１５Ａの前端部上に突設された、牛Ｃの頭部を吊るようにして保定する頭部吊持具３０を
配設するための天井凸部１９、この天井凸部１９前端中央と乗せ台１１の前端中央を橋絡
するように垂設された、牛Ｃの頭部ないし首部を挿通させてその左右方向の位置規制を行
うスタンチョン２０、からなっている。なお、図示はされていないが、前記枠体１５Ａの
前面には、必要に応じて前面柵棒が着脱可能に横架される。
【００２４】
前記乗せ台１１の下面四隅には、設置切換機構（ペダル式）１２により選択的に接地切換
可能なスタンド１３と車輪１４（図５）が配設されており、当該身体保定装置２全体を任
意の場所に移動させることができるようになっている。
【００２５】
前記一対の側部エアーバッグ２１、２２及び胸腹部エアーバック２３には、図示されてい
ないエアーポンプから圧縮エアーが流量調整弁、流路切換弁等が介装された配管系を通じ
て供給されるようになっいる。また、前記一対の側部エアーバッグ２１、２２及び胸腹部
エアーバック２３には、必要に応じて、前記配管系を通じてエアー供給が行われて所定の
大きさまで膨らまされた後、その大きさを維持したまま前記配管系から切り離すことがで
きるようにするため、逆止弁や手動栓等が設けられる。
【００２６】
また、前記枠体１５Ａの前端左側支柱上部には、牛Ｃの頭部を前記スタンチョン２０から
前方に突出させておくために、牛Ｃの鼻輪（あるいは頭絡）部分に一端が繋がれたロープ
２７の他端を繋ぎ止めるための支持片２７が斜め前方に向けて突設されている。
【００２７】
さらに、前記天井凸部１９に配設された頭部吊持具３０は、図３、図４を参照すればよく
わかるように、前記天井凸部１９に前後方向に沿い、かつ、左右方向に所定の間隔をあけ
て、その一部を前方に突出させた状態で固設された一対の角形支持管３１、３１、この角
形支持管３１、３１内に摺動自在に嵌挿されて任意の前方突出位置にて係止固定される支
持棒３２、３２、この支持棒３２、３２の前端部下面に設けられた係止具３３、３３、及
び、この係止具３３、３３にその両端が掛止される吊持用平ベルト３５、からなっており
、吊持用平ベルト３５は、その長さを調節、つまり、頭部の吊持高さを調節することがで
きるようになっている。
【００２８】
一方、前記頭部定位固定装置４は、前記乗せ台１１上に立位で保定されて、前記保定枠１
５から前方に突出せしめられている牛Ｃの頭部に手術等を施す際に、該頭部を定位置で固
定するためのもので、図１に加えて、図５及び図６を参照すればよくわかるように、移動
用台車部４０と、この移動用台車部４０に位置調節可能に搭載された器械ユニット部５０
と、からなっている。
【００２９】
前記移動用台車部４０は、側面視Ｌ形の基台部４１の前端に左右一対の前輪４４、４４が
配設され、その後端にハンドル４６及び左右一対の後輪４５、４５が配設され、前輪４４
と後輪４５との間に、設置切換可能に四個のスタンド４３が所定の間隔をあけて配設され
ている。
【００３０】
前記器械ユニット部５０は、それと前記移動用台車部４０の基台部４１との間に設置され
た油圧式のＸ字形リフター４９により、その全体の高さ位置を任意（牛Ｃの頭部の高さ位
置等に合わせて）に調節することができるようになっており、その底側に位置する基体ボ
ックス５１上に、複数本の支持ロッド５１Ａを介して左右一対のテーブル５２、５２が配
設されている。
【００３１】
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このテーブル５２、５２に左右一対のＡＰバー６８、６８が設けられるとともに、それら
の内側に、頭部固定手段としての、左右一対の外耳孔挿入部材８６、８６、眼窩押さえ部
材８７、８７、及び頭側部支え部材８８、８８が配置されており、本実施形態では、それ
ら左右一対の各部材間８６－８６、８７－８７、８８－８８が頭部固定用スペースＳ（図
６において破線で丸く囲まれた範囲）とされ、それら各部材８６、８７、８８は、その位
置、姿勢、突出長等を、手術等に供せられる牛Ｃの頭部に合わせて調節できるようになっ
ている。
【００３２】
また、前記基体ボックス５１上には、頭部固定手段として、前記頭部固定用スペースＳの
真下に下顎支え部材５４が昇降及び前後方向に移動可能（位置調節可能）に配設され、さ
らに、前記基体ボックス５１の前部側（ハンドル４６側）には、前後方向に移動可能とさ
れた支持体５６が配置され、この支持体５６に上顎支え部材５５が昇降可能（位置調節可
能）に後方に向けて水平に突出配置されている。
【００３３】
上記に加え、前記左右一対のテーブル５２、５２には、正面視ならびに側面視門型の前後
左右方向の支持案内部材５７と高さ方向の指示案内部材５７Ａから構成される手術用マニ
ピュレータ５８が配設されている。この手術用マニピュレータ５８は、牛Ｃの頭部の手術
等に使用される電極やカニューレ等の器具類５９を保持し、前記支持案内部材５７、５７
Ａや前記ＡＰバー６８、６８等から得られる座標データに基づいて、前記器具類５９をＸ
ＹＺ方向（前後、左右、高さ方向）、つまり、三次元空間の任意の位置に移動させるとと
もに、それに任意の姿勢（旋回）をとらせることができるようになっている。
【００３４】
一方、前記作業台６は、図４に示される如くに、設置切換可能なスタンド６３と車輪６４
が四隅に配設された上下動可能な基台部６１と、この基台部６１上に配置された支持部６
５と、この支持部６５に支持案内部材６６を介して昇降可能（位置調節可能）に連結され
た、手術等に必要な器具類、薬品類等を置くためのテーブル６７と、を有し、このテーブ
ル６７の高さ位置を手術者の身長等に合わせて任意に変えることができるようにされてい
る。
【００３５】
このような構成とされた本実施形態の大型家畜手術用保定設備１においては、牛Ｃの頭部
の手術等を行う際には、最初は、前記身体保定装置２と頭部定位固定装置４とは離してお
き、この離間配置状態で、牛を立ったまま歩かせて、図２に示される如くに、身体保定装
置２の保定枠１５内に入れて乗せ台１１に乗せ、その頭部をスタンチョン２０から前方に
突出させた状態で、牛Ｃの鼻輪（あるいは頭絡）部分をロープ２６で支持片２７に繋いで
係留する。このときには、姿勢保定手段を構成する、左右一対の側部エアーバッグ２１、
２２を縮んだ（エアー未供給）状態にしておくとともに、胸腹部エアーバッグ２３は邪魔
にならないように保定枠外に出しておき、牛Ｃが保定枠１５内に係留された後、胸腹部エ
アーバッグ２３を側方から前記乗せ台１１と牛の胸腹部との間に挿入し、該胸腹部エアー
バッグ２３と側部エアーバッグ２１、２２にエアーを供給して、それらをある程度まで膨
らませる（図３、図４参照）。
【００３６】
この状態で、牛Ｃに前麻酔（静脈内あるいは筋肉内麻酔）を施し、麻酔が効き始めるのに
前後して、前記胸腹部エアーバッグ２３と側部エアーバッグ２１、２２にさらにエアーを
供給し、それらを牛Ｃの両側部及び胸腹部に押し当てて支承し、牛Ｃを倒すことなく実質
的に立位のまま保定する。
【００３７】
このようにして、エアーバッグ２１、２２、２３により牛Ｃを立位で保定した後は、必要
に応じて、前記エアーバッグ２１、２２、２３を、それらにエアーを供給するための配管
系から切り離す。それらを配管系から切り離しても、該エアーバッグ２１、２２、２３に
設けられている手動栓等を閉じておけば、エアーは抜けることはなく、したがって、牛Ｃ
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を立位で保定したまま（膨らんだまま）で維持される。
【００３８】
続いて（あるいは、前記前麻酔を施す前に）、牛Ｃの頭部を、図３、図４に示される如く
に、頭部吊持具３０により吊るようにして仮保定し、この状態で、吸入麻酔用気管チュー
ブ３６を口内に挿入して吸入麻酔を施し、しかる後、当該身体保定装置２及び頭部定位固
定装置４の一方を他方側に移動させ、図５に示される如くに、身体保定装置２の前面部（
牛の頭部側）に頭部固定装置（の前面部）４を突き合わせ、頭部定位固定装置４に備えら
れる固定手段（下顎支え部材５４、上顎支え部材５５、外耳孔挿入部材８６、眼窩押さえ
部材８７、及び頭側部支え部材８８）の位置、姿勢、突出長等を調節するとともに、牛Ｃ
の頭部を該頭部定位固定装置４の器械ユニット５０に形成されている、前記固定手段が配
置された頭部固定用スペースＳに挿入し、該頭部を前記固定手段により、定位置にしっか
りと固定する。
【００３９】
このように、牛Ｃの頭部を、頭部吊持具３０により吊るようにして支持したまま、頭部定
位固定装置４に備えられる固定手段（下顎支え部材５４、上顎支え部材５５、外耳孔挿入
部材８６、眼窩押さえ部材８７、及び頭側部支え部材８８）により複数の箇所で支持する
ことにより、牛Ｃの頭部が多点で分散支持されることになるので、牛の頭部をしっかりと
安定した状態で固定できる。
【００４０】
上記のようにして、麻酔がかけられた牛Ｃの身体をエアーバッグ２１、２２、２３からな
る姿勢保定手段により立位で保定し、その頭部を頭部定位固定装置４の固定手段（５４、
５５、、８６、８７、８８）によりしっかりと固定した状態で、手術等（脳外科手術を施
したり、脳内に電極等を差し込むといった外科手術的操作、頭部及び脳内の検査、測定、
診断、あるいは、Ｘ線撮影等）を行う。
【００４１】
そして、手術等を終了した後は、前記固定手段による牛Ｃの頭部の固定を解いて、未だ麻
酔から覚めていない牛Ｃが乗っている前記身体保定装置２（牛Ｃの頭部を前記頭部吊持具
３０で吊持したまま、身体も前記エアーバッグ２１、２２、２３で保定しまま）から頭部
定位固定装置４から離間させ、その状態で牛Ｃが麻酔から覚めるのを待つか、あるいは、
未だ麻酔から覚めていない牛Ｃを乗せたまま前記身体保定装置２を所定の場所（回復室等
）に移動させる。この際、前記エアーバッグ２１、２２、２３は、それらにエアーを供給
するための配管系から切り離されている（前述）ので、身体保定装置２を何の支障もなく
移動させることができる。
【００４２】
上記のような構成とされた本実施形態の家畜手術用保定設備１においては、従来のものに
比して、▲１▼頭部（及び身体）を最も適切な姿勢である立位の状態でしっかりと固定す
ることができるので、厳密な位置情報を必要とする前記した脳アトラスの作成、脳神経機
能の解明等にも使用できる、▲２▼身体の姿勢保定手段として、エアーバッグ２１、２２
、２３を使用して立位の姿勢で保定するようにされるので、局部的な圧迫が生じにくく、
しかも、▲３▼牛の保定作業を少人数で簡単容易に行える、▲４▼吸入麻酔時には、頭部
定位固定装置４が身体保定装置２から離れた場所に置かれているので、頭部固定手段等が
邪魔になることはなく、したがって、吸入麻酔用気管チューブ３６を口内に挿入する操作
等を容易に行える、等の優れた効果が得られる。
【００４３】
〔第２実施形態…搬出装置を使用する場合：図７、図８〕
手術等を行った後における牛Ｃの移動搬出を、前記第１実施形態のように、牛Ｃを身体保
定装置２の乗せたまま、それと一緒に行う方法の他、以下に述べる第２実施形態のように
、前記身体保定装置２とは別に、牛Ｃの移動搬出の便宜を図るべく、搬出装置７（図７、
図８参照）を用意し、この搬出装置７を用いて、牛Ｃを身体保定装置２から搬出して所定
の場所（回復室等）に移動させるようにしてもよい。
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【００４４】
以下、搬出装置７を使用した実施形態について、図７、図８を参照しながら説明する。
図７は、牛Ｃの手術等が終了して、身体保定装置２から頭部定位固定装置４が離間せしめ
られ、かつ、手術前に牛Ｃを身体保定装置２内の搬出装置７に吊持した状態を示し、図８
は、牛Ｃが吊持せしめられた搬出装置７を身体保定装置２から出した状態を示している。
【００４５】
前記搬出装置７は、手術等を行うべき場所に配置された身体保定装置２の保定枠１５内（
乗せ台１１上）に、手術等に供せられる牛Ｃを入れる前に、挿入されようになっている（
図７において牛Ｃが入っていない状態を想定されたい）。
【００４６】
この搬出装置７は、前記保定枠１５内に挿入される、前支柱７３、７３、前寄り中間支柱
７４、７４、及び後支柱７５、７５を有する概略直方格子状の、前記身体保定装置２の保
定枠１５より幅（左右）が狭くかつ長さが略同じの基体枠７０と、牛Ｃの胸腹部ないし腰
部を通るように掛け回されて、その両端が前記基体枠７１の左右上辺部に配置された掛止
具９１、９１、…に係止される、複数本のバンド部９３、９３、…及び支えシート部９２
からなる身体吊持具９０と、牛Ｃの頭部を吊持する頭部吊持具８０と、を有し、前記前支
柱７３、７３及び前寄り中間支柱７４、７４の下端には、当該搬出装置７の保定枠１５（
乗せ台１１）への出し入れの便宜を図るべく、可動支柱７７を介して高さ調節可能に車輪
７９が配設され、前記後支柱７５、７５にも車輪７９が配設されている。
【００４７】
前記頭部吊持具８０は、前記保定枠２に設けられているものと略同様な構成とされ、前記
基体枠７０の天井部に前後方向に沿い、かつ、左右方向に所定の間隔をあけて、その一部
を前方に突出させた状態で固設された一対の角形支持管８１、８１、この角形支持管８１
、８１内に摺動自在に嵌挿されて任意の前方突出位置にて係止固定される支持棒８２、８
２、この支持棒８２、８２の前端部下面に設けられた係止具８３、８３、及び、この係止
具８３、８３にその両端が掛止される吊持用平ベルト８５、からなっており、吊持用平ベ
ルト８５は、その長さを調節、つまり、頭部の吊持高さを調節することができるようにな
っている。
【００４８】
かかる構成の搬出装置７を備えた家畜手術用保定設備では、手術等に供せられる牛Ｃを身
体保定装置２に入れる前に、前記搬出装置７を、その保定枠１５（乗せ台１１上）に挿入
する。この際、前支柱７３、７３及び中間支柱７４、７４に設けられた車輪７９を、後支
柱７５、７５に設けられた車輪７９より高く上げ、かつ、後支柱７５、７５（及び後輪７
９、７９）は保定枠１５及び乗せ台１１の外側に位置させ、基体枠７０が略水平となるよ
うにしておく。
【００４９】
また、牛Ｃを保定枠１５内（の搬出装置）に入れる際及び牛Ｃの保定時の便宜を図るため
、前記身体保定装置２に備えられる側部エアーバッグ２１、２２及び胸腹部エアーバッグ
２３並びに搬出装置７の身体吊持具９０は、取り外して保定枠１５外に配置しておくこと
が望ましい。
【００５０】
このように搬出装置７を保定枠１５に挿入した状態で、牛Ｃを立ったまま歩かせて搬出装
置７の基体枠７０内（身体保定装置２の乗せ台１１上）に入れ、前記実施形態と同様に、
図７では省略されているが、その頭部をスタンチョン２０から前方に突出させた状態で、
牛Ｃの鼻輪部分（あるいは頭絡部分）をロープ２６で支持片２７に繋いで係留する。なお
、スタンチョン２０は、後述する牛Ｃの搬出時における頭部吊持具の切換（身体保定装置
２側の頭部吊持具３０による吊持から搬出装置７側の頭部吊持具８０による吊持への切換
）の邪魔になるおそれがあるので、身体保定装置２ではなく、搬出装置７側に設けてもよ
い。
【００５１】
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このようにして牛Ｃを基体枠７０（保定枠１５）内に係留した後、一対の側部エアーバッ
ク２１、２２を、牛Ｃの胸腹部の側部と基体枠７０（の中間支柱７４、７４）との間に挿
入して（この点が前記第１実施形態と異なる）、適宜の手段により、基体枠７０又は保定
枠１５に取り付けるとともに、胸腹部エアーバッグ２３を側方から前記乗せ台１１と牛の
胸腹部との間に挿入し、さらに、前記搬出装置７に備えられる身体吊持具９０を前記胸腹
部エアーバッグ２３と牛Ｃの胸腹部との間に挿入し、そのバンド部９３、９３、…を若干
緩めた状態（牛Ｃを吊っていない態）で前記基体枠７１の左右上辺部に配置された掛止具
９１、９１、…に係止しておく。
しかる後、前記第１実施形態と同様にして該胸腹部エアーバッグ２３と側部エアーバッグ
２１、２２にエアーを供給して、それらをある程度まで膨らませる。
【００５２】
この状態で、牛Ｃに前麻酔（静脈内あるいは筋肉内麻酔）を施し、麻酔が効き始めるのに
前後して、前記胸腹部エアーバッグ２３と側部エアーバッグ２１、２２にさらにエアーを
供給し、それらを牛Ｃの両側部及び胸腹部に押し当てて支承し、牛Ｃを倒すことなく実質
的に立位のまま保定する。
【００５３】
続いて（あるいは、前記前麻酔を施す前に）、牛Ｃの頭部を、前記実施形態と同様に、頭
部吊持具３０により吊るようにして仮保定し、この状態で、吸入麻酔用気管チューブ３６
を口内に挿入して吸入麻酔を施し、しかる後、頭部定位固定装置４を身体保定装置２側に
移動させて、前第１実施形態と同様に、身体保定装置２の前面部（牛の頭部側）に頭部固
定装置（の前面部）４を突き合わせ、頭部定位固定装置４に備えられる固定手段（下顎支
え部材５４、上顎支え部材５５、外耳孔挿入部材８６、眼窩押さえ部材８７、及び頭側部
支え部材８８）の位置、姿勢、突出長等を調節するとともに、牛Ｃの頭部を該頭部定位固
定装置４の器械ユニット５０に形成されている、前記固定手段が配置された頭部固定用ス
ペースＳに挿入し、該頭部を前記固定手段（５４、５５、８６、８７、８８）により、定
位置にしっかりと固定する。
【００５４】
このようにして、麻酔がかけられた牛Ｃの身体をエアーバッグ２１、２２、２３からなる
姿勢保定手段により立位で保定し、その頭部を頭部定位固定装置４の固定手段によりしっ
かりと固定した状態で、手術等を行う。
そして、手術等を終了した後は、図７に示される如くに、前記固定手段による牛Ｃの頭部
の固定を解いて、頭部定位固定装置４を身体保定装置２から離間移動させた後、前記エア
ーバッグ２１、２２、２３内の空気を抜く。
【００５５】
これにより、未だ麻酔から覚めていない牛Ｃの身体は次第に下降せしめられるので、身体
保定装置２（のエアーバッグ２１、２２、２３）による立位での保定状態が解かれて、搬
出装置７の身体吊持具９０によって吊持された状態となる。この際、牛Ｃの頭部から身体
保定装置２側の頭部吊持具３０（の平ベルト３５）を外すとともに、必要なら前記スタン
チョン２０も身体保定装置２から取り外し（図７は取り外した状態が示されている）、搬
出装置７側の頭部吊持具８０（平ベルト８５）をその頭部あるいは頭絡に架け、頭部吊持
具の切り換えを行う。
【００５６】
このようにして、牛Ｃの身体と頭部を搬出装置７側の吊持具８０、９０で吊持した状態（
図７に示される状態）で、該牛Ｃ及び搬出装置７を後方に引き出すとともに、前支柱７３
、７３及び中間支柱７４、７４に設けられた車輪７９を、後支柱７５、７５に設けられた
車輪７９と同じ高さ位置まで戻し、図８に示される如くに、牛Ｃを身体保定装置２から完
全に搬出し、所定の場所（回復室等）に移動させる。
【００５７】
このように、搬出装置７を備えた家畜手術用保定設備では、牛Ｃの搬出を容易に行え、し
たがって、牛Ｃが麻酔から覚めるのを待つことなく、前記身体保定装置２に次に手術等を
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行う牛Ｃを入れることができる。
以上、本発明の一実施形態について詳述したが、本発明は、前記実施形態に限定されるも
のではなく、特許請求の範囲に記載された発明の精神を逸脱しない範囲で、設計において
、種々の変更ができるものである。
【００５８】
例えば、上記実施形態では、姿勢保定手段として、一対の側部エアーバッグ２１、２２及
び胸腹部エアーバッグ２３が用いられているが、それに代えて、前記３個のエアーバッグ
を一体化したコ字状のエアーバッグ等、他の形状のエアーバッグを用いてもよく、さらに
は、姿勢保定手段として、クッション部材を流体圧シリンダ等の駆動手段で上下及び又は
左右に移動させて牛等の家畜に押し当ててそれを立位で支承保定するようにしたもの、ま
た、前記搬送装置に設けられている如くの身体吊持具（９０）を身体保定装置（２）に設
けて、これを姿勢保定手段として用いることもできる。
【００５９】
また、身体吊持具（９０）と身体保定装置（２）は頭部の手術等のみならず、全身麻酔状
態で腹部その他の手術等を行う場合において姿勢保定手段として用いることができる。
【００６０】
【発明の効果】
以上の説明から理解されるように、本発明に係る大型家畜手術用保定設備は、牛等の大型
家畜に麻酔下で手術等を施すにあたって、身体を最も適切な姿勢である立位で比較的簡単
容易に保定することができるとともに、頭部も適切な姿勢でしっかりと固定することがで
き、牛等を設備内に入れる、麻酔をかける、身体を保定する、頭部を固定する、手術等を
行う、及び搬出する、という一連の作業を合理的に円滑かつ安全に行うことができ、さら
には、脳アトラスの作成、脳神経機能の解明等にも使用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る大型家畜（牛）手術用保定設備の第１実施形態の、手術等を行う際
の配置状態を示す平面図。
【図２】図１に示される大型家畜手術用保定設備の身体保定装置に牛を入れた状態を示す
斜視図。
【図３】図２に示される状態から牛に麻酔を施した状態を示す斜視図。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ矢視線に従う身体保定装置及び作業台の正面図。
【図５】図１のＶ矢視線に従う頭部定位固定装置及び身体保定装置の側面図。
【図６】図１のＶＩ－ＶＩ矢視線に従う頭部定位固定装置の正面図。
【図７】本発明に係る大型家畜（牛）手術用保定設備の第２実施形態に使用される搬出装
置を身体保定装置と共に示す斜視図。
【図８】図７に示される搬出装置により牛を身体保定装置から搬出した状態を示す斜視図
。
【符号の説明】
１　　大型家畜手術用保定設備
２　　身体保定装置
４　　頭部定位固定装置
６　　作業台
７　　搬出装置
１１　乗せ台
１５　保定枠
２１、２２　側部エアーバッグ
２３　胸腹部エアーバッグ
３０　頭部吊持具
４０　移動台車部
５０　器械ユニット部
５４、５５、８６、８７、８８　頭部固定手段
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７０　基体枠
８０　頭部吊持具
９０　身体吊持具
Ｓ　　頭部固定用スペース

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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